
【レース回顧】　　１着③ダイヤモンドライン はこの距離にしてはかなりハイペース(37.4)
むしろ速い流れで折合いが付き流れに乗れていた。向正面で⑦ノブノビスケッツが仕掛けて
来て押し出された格好だが、余裕をもって先頭に立つと早目に動いて並んで来た⑦の手応え
を見ながら歩調を合す。４角回ってゴーサインを出すと後続を一気に突き離し４身差圧勝！
２着⑦ノブノビスケッツ は前走一般戦Ａ２①組で２着。間隔を取って仕上がりに狂いはな
かった。２角回り早目始動もそれだけスタミナには自信があったはず。ただ、前半速い流れ
だった分で、３角から厳しい手応え・走りになった。勝ちに行っての２着なら仕方ないか？
３着⑥ボストンコモン は前半速い流れで後方位置も、長い脚が自慢。速い流れで後方位置
になったが、これは計算通り。有力どころが早目に動いて更に展開有利。ワンテンポ遅れて
の仕掛けで、これで前が止まれば差し切りも可能だったと見るが、勝ち馬はこのペースでも
上り38.8。想定タイムより２秒近く速くなったのが想定外だったか…。

　

ＨＫＫ特選・回顧録 卒業試験で最高の輝き
ダイヤモンドライン

⑩クリスタルミリオン　加藤和厩舎

第58 回　サラブレッド大賞典

⑥ボストンコモン　　高橋俊厩舎

⑦ノブノビスケッツ　　加藤和厩舎

③ダイヤモンドライン　 佐藤厩舎

⑤ピンクビジョン　　加藤和厩舎 ①トゥーナミラクル　　加藤義厩舎 ④エムオージェネラル　佐藤厩舎

②ロギッシュ　　井樋厩舎 ⑧ホットシップ　　高橋俊厩舎 ⑨モズアンカー　　　佐藤厩舎 ⑪エムザックローバー　　中川厩舎
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https://www.keiba.go.jp/KeibaWeb/TodayRaceInfo/RaceMarkTable?k_raceDate=2023%2f09%2f03&k_raceNo=11&k_babaCode=22

